
氏名

フナハラ マドカ 所属

職名

最終学歴 学位

学科・院の別

1 単位 18.0 時間 時間 学科

2 単位 30.0 時間 時間 学科

2 単位 30.0 時間 時間 学科

2 単位 30.0 時間 時間 学科

1 単位 時間 40.0 時間 学科

1 単位 8.0 時間 8.0 時間 学科

2 単位 4.0 時間 時間 学科

5 単位 時間 150.0 時間 学科

2 単位 30.0 時間 時間 院（修士）

4 単位 時間 60.0 時間 院（修士）

歯科保健指導論Ⅱ

歯科保健指導実習

キャリア・デザイン

卒業研究

口腔保健学演習

周術期口腔機能管理学

歯学部口腔保健学科 歯科衛生士育成ユニット

博士（歯学）長崎大学大学院

大学運営における主な
役職履歴（過去5年間）

教育改善戦略会議委員、就職支援実施部会部会長、カリキュラム改善部会委員、教育改善戦略部
会委員、戦略的広報委員会委員、国際交流運営部会委員

船原 まどか
講師

専 門 分 野

教 育 実 績

担当講座名称 単位数 講義時間数

口腔保健学概論

歯科保健指導論Ⅰ

専門的口腔ケア特論

実習時間数

専門的口腔ケア演習

所 属 学 会
（ 主 要 ５ 件 ）

日本口腔ケア学会、日本歯科衛生学会、日本口腔衛生学会、日本歯科衛生教育学会、日本口腔科学会、等

Funahara M, Honda H, Nakamichi A. Brushing Methods for Patients Unable to Use a Mouthwash: A Preliminary 
Study of the Effects of Moisturizing Gel and Povidone-Iodine in Healthy Volunteers. Cureus.28;16(5):e61277, 
2024.

Kakei Y, Shimosato M, Soutome S, Funahara M, Shikama Y, Sakamoto Y, Ikegami Y, Otsuru M, Natsume N, Umeda 
M. Interventional Prospective Studies on Xerostomia in Patients Undergoing Palliative and End-of-Life Care: 
A Scoping Review. Cureus. 23;16(6):e63002, 2024.

Funahara M, Yamaguchi R, Honda H, Matsuo M, Fujii W, Nakamichi A. Factors affecting the number of bacteria 
in saliva and oral care methods for the recovery of bacteria in contaminated saliva after brushing: a 
randomized controlled trial. BMC Oral Health, 24;23(1):917, 2023.

Funahara M, Soutome S, Sakamoto Y, Oyama H, Otsuru M, Umeda M, Saito T, Nakamichi A. Relationship between 
Tongue Pressure and Salivary Bacteria in the Older Adults Requiring Long-Term Care. Gerontology, 69(3):282-
288, 2023.

Funahara M, Soutome S, Otsuru M, Sakamoto Y, Honda H, Ikegami Y, Natsume N, Umeda M, Nakamichi A. Dental 
needs in palliative care and problems in dental hygienist education: survey study of palliative care ward 
homepage, university syllabus, and academic conference abstracts. BMC Palliat Care, 21(1): 137, 2022.

産 学 官 連 携 実 績
（ 主 要 ３ 件 ）

（ 最 新 の ５ 編 ）

研 究 業 績

（ 主 要 ５ 件 ）

取得した実用新案特許等

産 学 官 連 携
可 能 ・ 希 望 分 野

有病者、急性期患者に対する口腔ケア用品の検討

（著書・発表論文等）

(５つまで)

共同研究等の
実績

抗菌薬局所投与による口腔がん術後SSI予防法の確立に関する多施設共同ランダム化比較試験（長崎大学、北
海道がんセンター、信州大学、東海大学、奈良県立医科大学、大阪大学、沖縄県立中部病院頭蓋顔面セン
ター）等

研 究 分 野 周術期口腔管理、有病者歯科、高齢者歯科

研究課題

課題名

・急性期における口腔管理方法の検討
・誤嚥性肺炎予防を目的とした口腔内細菌数を指標とした口腔衛生管理方法の検討
・要介護高齢者の唾液中細菌量に影響を与える口腔内因子の検討
・オーラルフレイル予防を目的とした食事に関わる咀嚼について

キーワード
急性期、口腔衛生管理、感染予防、術後感染、高齢者


